
介護とは…
「回復過程が促進され、生命力の消耗を
最小にするように生活を整えていく実践
である」

介護の生理学

ＰＯＩＮＴ
介護福祉職は、利用者一人ひとりと向き合い、個人に適したケアを行
うことが重要です。そのため介護現場では、利用者の個別性に合わせ
たケアについての議論が重視されています。
一方で、人間を生理学的に見ると、人体の構造と機能は人によらずに
共通していますが、この側面からケアについての議論がなされること
は少ないようです。
今回の研修では、ケアを実践するときに、人体の生理学に基づく思考
過程を意識することに触れます。
個別性に合わせたケアの創意工夫とアイデアの幅がさらに広がり、参
加いただく皆さまのケアの専門性と魅力を再認識する機会になりえる
でしょう。

主催：公益社団法人神奈川県介護福祉士会

フローレンス・ナイチンゲールの著書
『看護覚え書』(Notes on Nursing)をもとに
改めてケアを見つめます
〈講師プロフィール〉

飯田大輔（いいだ・だいすけ）
1978年、千葉県生まれ。2000 年、東京農業大学農学部卒業。
2001年に日本社会事業学校（現・日本社会事業大学）研究科修了。
同年、「社会福祉法人福祉楽団」を設立。特別養護老人ホームの相
談員や施設長など介護現場での経験を経て、2012年に豚肉の加工や
販売を行う「株式会社恋する豚研究所」を設立。
2013 年、千葉大学大学院人文社会科学研究科博士前期課程公共研
究専攻修了。現在、社会福祉法人福祉楽団理事長、株式会社恋する
豚研究所代表取締役。東京藝術大学非常勤講師。

昨年ご好評いただいた研修会
今年も開催が決定しました！

会場アクセス、お申込みは裏面を
ご参照ください ⇒⇒⇒

日時：
2023年9月23日（土）
10:00～16:00

場所：
ウィリング横浜503研修室

参加費：
会員4,400円
一般8,800円
＊研修当日に会場でお支払いください
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